
厳

９時～17時（入館は 16時 30分）

月曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、
　　　　　12 月 26 日～31 日

宮島桟橋から厳島神社を経て合計徒歩 20 分

厳島神社社殿創建と伝えられる。

宮島歴史民俗資料館

将軍足利義満、厳島神社に参詣する。

「厳島神社」が世界文化遺産に登録さ
れる。

僧空海（弘法大師）、厳島弥山を開基
すると伝えられる。

平清盛が安芸守に任ぜられる。

毛利元就が陶晴賢を厳島で討つ。
（厳島合戦）

豊臣秀吉が豊国神社（千畳閣）を
造営させる。

福島正則の改易により浅野長晟が
広島藩主となる。

神仏分離令により廃仏運動が起こり、
多くの寺院が廃寺となる。

厳島神社本社などが特別保護建造物
に指定される。

厳島全島が史跡名勝に指定される。

厳島全島が瀬戸内海国立公園に編
入される。 池のある庭園は、大きく風致を変えないように配慮して、

昭和 48 年夏に造園改修された。この庭園を囲んで一巡す
るように展示館が位置しているのは、この資料館の特色
の一つに数えられる

宮 島
歴 民

ないし

宮島では間口の広い家というのは珍しい。
旧江上家は四囲が道路で、500 坪の敷地に建てられている。
間口が広く、古い商家らしい格子は印象的である。
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保存民家
（旧江上家主屋）

「厳島神社と平清盛」フロアとして平清盛の足跡から世界文化
遺産となる今日までの映像資料や年表などを 6つのゾーンに分
けて展示している。
平清盛像や二位尼像をはじめ源平合戦の錦絵や大河ドラマで使
用された小物、そして映像シアターなど見どころは多い。

宮島ゆかりの諸家の絵画、屏風、古絵図、古写真、案内
記、古文書など主に江戸時代以降の資料や土器類など
約 400点を展示している。宮島芝居や富くじに関
する資料、名所図会などは信仰と観光の島宮島を
理解する上で欠くことができない。
宮島細工（社景の角盆・宮島彫）、宮島最古
の土産といわれる色楊枝などを展示している。

宮島の生産・生業といえば木工関係。僧誓真が創
始したといわれる飯杓子や、ロクロによる盆・菓
子器など、宮島細工は江戸時代後期に発展を迎え
るものである。ほかにも、宮島を代表する伝統工
芸品である竹根細工、一角焼、宮島張子、土鈴など、
資料約 100点を展示している。

宮島は桃花祭（とうかさい）（神能）、管絃祭（か
んげんさい）、玉取祭、たのもさん、氏神祭、鎮
火祭などまつり行事が多い。これらを写真パネル
と関係用具・模型など約 70点で紹介している。
管絃祭の御座船と漕船の模型も展示している。

石畳のある土蔵をそのまま保存している。甕（か
め）・釜・桶（おけ）や山子鋸（のこぎり）など約
200点が展示されている。弥山霊火堂からおろし
た弘法大師ゆかりの消えずの火の大釜が珍しい。

主屋は 1800年代前半の建築物で
国の登録有形文化財となってい
る。江上家は江戸時代後期から明
治にかけて醤油の醸造を営み豪商
といわれた。また、江上家の人々
が使っていたべっ甲の櫛・家紋入
りの袱紗（ふくさ）などを展示し
ている。

保存民家（旧江上家主屋）

宮島の古い町家は、ふつう間口が狭く奥行きが深い。大
戸から「鹿戸」を開けて入ると奥まで「通り庭」になっ
ており、それに沿ってミセ（表の間）オウエ（中の間）
ザシキ（奥の間）と続く。オウエは天井をはらない吹き
抜けで、土間との間を仕切らない大きな空間となってお
り、正面のタンスの上に大きな神棚をまつっている。こ
れらは宮島の町家の特徴といえる。

宮島（厳島）は、平清盛をはじめとする平家一門の厳島
信仰により広くその名を知られるようになり、古くから
厳島神社を崇敬する幾多の人々や、戦国時代に形成され
た門前町の住民に守られ、今日まで「日本三景」の一つ
と称される美しい景観と豊富な文化財が残されていま
す。
宮島歴史民俗資料館は、こうした宮島の歴史と文化に関
わる多彩な資料や、近代化のなかで失われようとしてい
た民俗文化財の保存と継承を目的としてつくられた文化
施設です。
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